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微気象と苗の生育について

山崎架蔵・人沼＋折・※朋　浩

（山　形　県　農試ノ

47

1　ま　え　が　さ

先の報告に卦いて．畑苗代にかける管理作美の簡易化

について，1・5葉期頃まで，ビニール幌がけ．又はビニ

ール乎張にユタ管理し，その后寒冷紗を常時，田植前1

週間頃まで，かけ置くことにエ少，管理作業を省力化し．

首も従来のビニール畑苗代忙比して，あせり遜色のない

ものが得られたと報告したが，今回は寒冷紗被援管理中

の徽気象と苗の生育の親係について調査したので報告す

る．

2　　試　験　方　法

1．供試品種　でわみのり

乙　播種　朋　A区　4月10日

B区　4月訂日

A区は寒冷紗被援管理中の低温障害，B区は高温障害

を期待した．
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第1回　幌内気温及び地温

8．区の構成条件

A－1　頗堪管理区

2　2棄胡后無破壊区

8　1東胡后寒冷紗被疲区

4　2－8兼朗間寒冷紗被覆区

5　2－4薫期間帯冷紗被倭区

6　2－5菜朋間寒冷紗被覆区

8－1　播種後無後援区

2　1稟朋后無被覆区

8　2～3葉期間寒冷紗被覆区

4　2－4葉期間寒冷紗被覆区

5　2－5葉期間寒冷紗被覆区

各区の条件まではビニール畑育代の標車管理を行った・

寒冷紗lクレモナ井800）被援区は粂件の期間中は一

切開閉しないで管理を行った．また，様式は幌式である・

3　　試　験　結　果

1．気　象

苗代期間の気象は．4月初日前後の低温と．5月1半
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塊咽l　北淡．渡島の日墾化

第2図　地温，湿度の日変化



掴
’舶北農業研究　第7キ

第1兼　帯　　　　の　　　　詞　　　　寮

地　　 上　　 書li　　 風乾重 ．
草　 丈 ！乗 数 ■茎 数 択 数
l l

革 丈 ‡備 考
生体禿 夙乾禿 ∃凰乾串

r■
6．6

3．9

日 昌 ク グ　　　　 ％ ・・・／CM ． 50ナ

1．55

1．20

0．3 19．4 0．92

0．2 16．7 1．02

l

11

l
12．4 ；
l

11木

ll
8．9 ：
ll

11・5 i

2．9

2．7

2．6

2．7

F

l

L

l

8．3

r 8．4

9 ．7

9．7

l1 3・0

l
い ・8

】
】 2．1

巨 1

l

吊 …；……

， 0・5 i 23・8 2・17

1

i 20ケ

1

】

1

14．4

訂　 L S ト

11．5 ： 6．9 1．35 19．6 3．13 30ケ



東北農業研究　第7号　　　　　　　　　　　　　　　　49

第2表　　　発　根　力　調　査l男根后旭日）

′

「 ＝
⊆根 威 横　 長

吏▼‾‾盲‾「 ‾垂　 東　 部 根　　　　　　 部
二二這 ‾丁忘‾‾‾ 考‾‾

L l
恨　 長 ：生体＿垂 乾物屋 ■乾物率 ：生体重 乾物重 乾勿率

A － 1

－ 2

本
18．5

15．4

（1打
68．1

67．8

（1万．
乱7

4．4

g
6．30

6．20

g　 多
1．30 』．6

1．00 16．1

ぼ 骨 痴

9．4

9．1

痴

：右．4

乱．0

11 2。ケ

l

】

－ 3

－ 4

16．7

16．4

76．7　 4．6 ． 7．王幻

72．4　 4．4 ； 6．10

1．10 15．3

1．（方 ． 17．2

3．仙　 0．22

8．（刀　 0．茄

1 7・3 ： 凱 0

… 8・7　 分L8

－ 5

－ 6

16．0

16．0

75．2　 4．7　 6．鋤

臥 8 i 4・3 l 5・射

1・11 ； 17・6

1．il ！ は8

2．70 と 0．jB

2．m l o．訂

10．4

12．9

　 乱 打

i 別・8 i

旬に20－10膚の降雨量が　2垣lあった程度で，他の期間

は好天候に鐙過し，宙の生育も順調であった・

寒冷紗被復区の幌内気温は，最高，故低とも，牒準区上

り2－5亡低く，外気温よりは最高は高く，慮低はほぼ

同じ爺杢過である．

地温は，虚高は無破顔区より4－5C低く，般低は，

標準区よめ2－3C低く，無後援区上少2～5C商い．

日変化は，無被渓区上れ　巌高が低く，娘臆が高い．標

準区上りは両者共底レh

湿度は夜間は無被虐と差がなく，昼間は5－7痴高く，

日射量は自然下l無被ぼ区）に比して卸一弘車種斐遮光

される．

すなわち，寒冷紗区は，堵準区に比し，一役的には，

幌内気温，地泡共低く，無被櫻区上少はl最高地晦を除

く】扁目で温監格差が小さレ．しかし，低温将は外気温

工少も低温を，高温時には標準区lビニール半開時）上

身高温を記録している．従って降揃のある程度の低温時

は明らかに危険であるし，異常高塩が続く場合は健苗育

成には有利とはならをレ、．

え　首の生育

草丈は2集后摘破倭区と1棄后寒冷紗区を比較すると，

初期の差が天で，後半は小さい．2～3葉区と2葉后無

後援区はほぼ同じ権過をたどっている．標準区に比して

寒冷紗区は初期の生育は劣れ　複復期間が長くなるにし

たがい草丈は伸びてくる．

棄薮には区の差がなく，垂政は擦準区がやや多く，乾

真一草丈比も垂赦同様やや高い．

T－R率は2－8葉，2－4薫と高まるが，2－5棄

区は低い．

すなわち，各区の条件が草丈の増伸に野上ほす影響が

巌も大で，寒冷紗被覆朋の短い場合は低く，長くなるに

したがい標準区と差がなくなる．また，B区の場合，長

期被ぼ区の首は軟弱徒長の傾向をしめした．

一般に寒冷紗被洩期間が長いと，葉色は汲線色となる．

4　　考　　察

1・寒冷紗破壊の場合，ビニール破援工少保温効果が

劣れ　初期の生育に影響してくる．従っては初期におh

てはビニール併用等によ少保温の増大をはかる必要があ

る．

2・また，寒冷紗被覆朋間が長くなると軟弱徒長の傾

向があるため，4葉朋頃に除疲朋を封く必要がある．

8・すなわち，以上の操作を折わ込むことに上り，苗

代期間の安定している地方において吐，寒冷紗被榎に上

る畑苗代管理作業J）簡易化が‖来ることを再認した．

水　稲　の　銅　害　に　関　す　る　研　究

（1）銅波瀾漑の時期的影響に関する試験

，′　′ヽ

糸原　　貞・立谷寿雄

（福島県農試）

1　ま　え　が　さ

硫酸銅溶液が濯漑された場合の水稲に対する障害を

8tage別に侯射した・

壷ap⊃t4連制・礫耕栽培l圧縮自動潅漑礫耕装僚）
品種すすシグレ，水耕液木村氏B液．MnO＝0・詣甲／上

＝塩化マンガン），水道水，1週間に1回交換，苗は苗

代から抜いたものを流水中に1週間畏たし，発根後pot

に移し，直ちにCu液栽培を行った．

3　　試　験　結　果

1．生　育

α）Sppm


